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中
国
語
講
座
１
０
０
期
が
開
講
し

ま
し
た
。
今
季
か
ら
受
講
継
続
の
方

の
申
し
込
み
用
紙
も
キ
チ
ン
と
頂
く

よ
う
に
な
り
、
実
務
的
に
も
整
備
が

進
ん
で
い
ま
す
。
三
月
末
時
点
で
は

受
講
継
続
の
申
し
込
み
は
か
な
り
順

調
で
す
。
た
だ
新
規
の
受
講
生
が
こ

こ
数
年
、
少
な
く
、
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
影
響
は

大
阪
に
は
来
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？
お
知
り
合
い
で
中
国
語
に
関
心

の
あ
る
方
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
受

講
生
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
方
に
は

薄
謝(
三
千
円
の
図
書
カ
ー
ド)

を
差

し
上
げ
ま
す
。

受
講
料
は
消
費
税
増
税
後
も
受
講

料
に
転
嫁
す
る
こ
と
な
く
四
万
八
千

円
で
据
え
置
き
、
受
講
生
の
み
な
さ

ん
の
ご
負
担
増
を
回
避
し
ま
し
た
。

会
員
割
引
を
三
千
円
か
ら
五
千
四
百

円
に
増
額
し
ま
し
た
。
池
田
先
生
の

退
任
に
伴
う
ク
ラ
ス
再
編
（
月
曜
・

水
曜
・
木
曜
）
も
大
き
な
混
乱
な
く

進
ん
で
い
ま
す
。

記
念
す
べ
き
開
講
１
０
０
期
と
い

う
こ
と
で
い
く
つ
か
の
取
り
組
み
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
弾
と
し

て
下
定
雅
弘
先
生
に
よ
る
記
念
講
演

会
『
中
国
語
と
は
何
か
』
そ
の
本
質

と
学
び
方
、
を
五
月
二
五
日
に
計
画

し
て
い
ま
す
。
受
講
生
、
会
員
は
特

別
価
格
（
千
円
・
一
般
三
千
円
）
で

す
。
定
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
、
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
当
日
は

詳
し
い
資
料
を
用
意
し
ま
す
。

七
月
に
は
「
楽
し
い
文
化
祭
」
も

計
画
さ
れ
、
中
国
語
の
朗
読
や
歌
、

劇
な
ど
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
表

す
る
場
も
準
備
中
で
す
。
ご
意
見
や

ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
お
寄
せ
下
さ
い
。

日
中
友
好
協
会
の
中
国
語
講
座
は

営
利
を
目
的
と
し
た
会
話
学
校
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
場
所
も
グ
ラ
ン
フ
ロ

ン
ト
ナ
リ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
東
側
と

交
通
の
便
が
良
く
、
き
れ
い
に
な
っ

た
教
室
で
、
安
く
て
懇
切
丁
寧
な
指

導
が
身
上
で
す
。
是
非
一
度
見
学
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

中
国
語
講
座
１
０
０
期
記
念
講
演
会

「
中
国
語
と
は
何
か
」
五
月
に
計
画

府連通信

あなたも中国語講座へ
４月７日(月)～９月、20回・120分授業

入学金：18,000円、受講料：48,000円

学生・日中会員割引あり、教材実費

個人もレッスンあります

６０分：4,000円、９０分：6,000円

ペアーレッスン：1人2,500円、4回以上の前納制です

「
中
国
の
体
制
を
考
え
る
」

第
五
回
定
例
研
究
会

四
月
二
七
日
（
日
）
二
時
〜

参
加
予
定
の
方
は
ご
連
絡
下
さ
い

五
月
二
五
日
の
下
定
雅
弘
先
生
に

よ
る
記
念
講
演
会
は
『
中
国
語
と
は

何
か
』
そ
の
本
質
と
学
び
方
で
す
。

講
義
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

「
中
国
語
の
本
質
は
、
語
の
配
列
に

よ
っ
て
、
文
の
意
味
が
決
ま
る
言
語

で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
配
列
に
固

定
し
た
背
後
に
あ
る
論
理
が
、
中
国

語
の
語
法
（
文
法
）
で
す
。
こ
こ
か

ら
二
つ
の
大
き
な
特
性
①
単
純
で
あ

る
こ
と
。
語
が
ほ
と
ん
ど
全
て
、
一

字
一
音
節
。
②
曖
昧
で
あ
る
こ
と
。

語
と
語
の
関
係
を
示
す
指
標
が
な
い

か
ら
、
意
味
が
不
鮮
明
で
す
。

学
び
方
の
基
本
原
理
は
、
中
国
語

に
は
外
形
的
特
質
は
、
現
代
語
で
も

ほ
と
ん
ど
な
く
、
こ
の
場
合
に
は
こ

の
語
が
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は
こ
う

い
う
と
い
う
、
場
面
・
論
理
・
感
情

に
応
じ
た
定
型
的
表
現
が
、
他
の
言

語
に
比
べ
て
と
り
わ
け
発
達
し
て
い

ま
す
。
極
め
て
整
然
と
、
完
璧
に
で

き
あ
が
っ
て
い
る
定
型
表
現
を
覚
え

る
の
が
中
国
語
の
学
習
で
す
。
」

中
国
語
の
本
質
と
学
び
方
の
基
本

西
支
部
は
年
二
回
、

｢

干
支
色
紙
き
り
え
教
室｣

と｢

京
う
ち
わ
き
り
え
教

室｣

を
開
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
六
月
下
旬

（
水
）
午
後
か
ら
夜
に

か
け
て
府
連
教
室
で
行

な
い
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
資

料
の
準
備
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

中国語講座１００期記念講演会

中国語とは何か？
―その本質と学び方―

講師：下定雅弘岡山大学名誉教授、六朝の陶淵明・

唐代の白楽天・柳宗元・杜甫等を研究。

５月２５日(日) 午後２時～
社会福祉指導センター（地下鉄・谷６下車）
資料代：一般3,000円

（中国語講座受講生・日中友好協会会員）1,000円

昨年のきりえ教室

西
支
部
主
催
『
京
う
ち
わ
き
り
え
教
室
』
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「
現
存
社
会
主
義
（
ソ
連
・
東
欧
・

中
国
）
は
社
会
主
義
で
は
な
い
」
と

い
う
見
解
を
批
判
的
に
学
ぶ
シ
リ
ー

ズ
「
中
国
の
体
制
を
考
え
る
」
の
第

４
回
は
、
そ
の
理
論
的
根
拠
に
迫
る

叶
秋
男
論
文
（
ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
体
制

の
性
格
規
定
と
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
現

出
の
諸
成
因
）
を
検
討
し
ま
し
た
。

報
告
者
の
福
本
吉
彦
氏
は
難
解
な
論

文
を
、
十
三
頁
の
レ
ジ
メ
、
お
よ
び

レ
ジ
メ
の
た
め
の
準
備
作
業
と
な
っ

た
十
三
頁
の
参
考
資
料
を
準
備
し
て
、

十
五
名
の
参
会
者
か
ら
は
賞
賛
の
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

資
本
主
義
体
制
を
社
会
主
義
体
制

と
し
て
幻
想
さ
せ
る
「
ソ
ヴ
ェ
ト
・

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
役
割
。

資
本
主
義
生
産
様
式
の
特
質

と
し
て
の
「
資
本
の
拡
大
再

生
産
」
。
ソ
連
の
経
済
体
制

に
お
い
て
は
、
商
品
生
産
、

貨
幣
経
済
、
価
値
法
則
、
資

本
・
賃
労
働
関
係
、
国
家
官

僚
に
よ
る
資
本
機
能
の
遂
行

が
明
確
に
存
在
し
た
こ
と
。
こ
の
よ

う
な
体
制
こ
そ
国
家
資
本
主
義
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
福
本
報
告
は
叶
論
文

の
基
本
を
分
か
り
や
す
く
、
丁
寧
に

解
説
す
る
も
の
で
し
た
。

「
社
会
主
義
の
物
質
的
基
礎
を
作

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
資

本
主
義
的
性
格
を
も
つ
か
ど
う
か
は

二
義
的
な
問
題
で
は

な
い
か
」
、
「
経
済

的
達
成
と
い
う
目
的

の
た
め
に
は
な
ん
で

も
許
さ
れ
る
と
い
う

の
は
疑
問
」
、
「
旧

社
会
主
義
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
特
徴
は
、
国

有
＋
計
画
＝
社
会
主

義
と
単
純
化
さ
れ
て

い
る
が
、
所
有
の
問

題
を
も
っ
と
明
確
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
」
な
ど
多
様
な

議
論
が
活
発
に
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
二
七
日
は
シ
リ
ー
ズ
最
終
回
。

大
西
広
氏
の
「
開
発
独
裁
の
必
要
と

史
的
唯
物
論
」
が
テ
キ
ス
ト
で
す
。

い
よ
い
よ
中
国
と
の
関
連
が
深
い
問

題
を
検
討
し
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ

る
方
は
初
回
で
も
歓
迎
で
す
。

ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
体
制
と
ス
タ
ー
リ
ン
体
制

社
会
主
義
を
批
判
的
に
学
ぶ

研
究
会
④

第
一
回
「
中
国
百
科
検
定
」
試
験

が
小
雪
の
舞
う
中
、
大
阪
会
場
・
関

大
天
六
校
舎
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

熱
心
な
受
講
生
が
開
場
予
定
の
一
時

間
以
上
前
か
ら
関
大
玄
関
へ
、
校
門

前
の
喫
茶
店
で
予
習
を
さ
れ
る
方
も

多
く
、
時
間
を
早
め
て
開
場
し
ま
し

た
。お

彼
岸
の
中
日
な
の
に
真
冬
な
み

の
寒
さ
と
強
風
・
み
ぞ
れ
が
舞
う
中
、

道
案
内
役
の
五
名
が
地
下
鉄
天
六
駅

か
ら
校
門
と
会
場
前
で
、

丁
寧
に
試
験
会
場
へ
と

誘
導
し
ま
し
た
。
試
験

開
始
以
降
も
道
順
が
分

か
ら
ず
遅
れ
た
方
も
入

場
セ
ー
フ
で
受
験
さ
れ

ま
し
た
。

試
験
会
場
は
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く
お
お
む
ね
順
調
に
進
行
し

ま
し
た
。
初
め
て
の
体
験
で
緊
張
し

な
が
ら
も
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
へ
の
記

入
方
法
な
ど
を
説
明

し
、
当
日
欠
席
の
四

名
を
除
き
八
〇
名
が

六
〇
題
の
難
問
に
挑

戦
さ
れ
、
早
い
方
は

三
〇
分
で
完
了
さ
れ

時
間
を
も
て
あ
ま
さ

れ
た
様
子
で
し
た
。

受
験
者
は
三
〇
分

ぐ
ら
い
で
途
中
退
席

を
希
望
す
る
方
が
多

く
、
二
級
の
試
験
は

い
つ
行
う
の
か
な
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
が
寄
せ
ら
れ
期
待
の
高
さ
も
伺
え

ま
す
。
（
Ｓ
）

寒
風
の
関
大
天
六
会
場

第
一
回
中
国
検
定
に
八
〇
名

第
六
三
回
全
国
大
会
は
、
六
月

十
六
日
か
ら
十
七
日
東
京
都
内
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
一
年
「
尖

閣
問
題
各
界
ア
ピ
ー
ル
」
賛
同
署

名
や
中
国
百
科
検
定
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
太
極
拳
教
室
や
中

国
語
教
室
の
活
動
も
日
中
間
の
厳

し
い
状
況
を
乗
り
越
え
て
大
き
く

前
に
進
む
事
は
出
来
て
い
ま
せ
ん
。

仲
間
を
増
や
し
支
部
活
動
の
活

性
化
で
協
会
組
織
を
前
進
さ
せ
大

会
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
毎
年
大
会
分
担
金
五
百

円
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

全
国
大
会
六
月
に
東
京
で
開
催
し
ま
す

大
阪
府
連
大
会
は
七
月
十
三
日

太極拳教室開講１００期記念
みんなで作ろう楽しい文化祭
日時：７月２７日(日) 午後１時～

大阪市立北区民センター（ＪＲ環状線・
天満駅西へ、地下鉄扇町２－Ｂ出口北へすぐ）

太極拳だけでなく歌、中国語スピーチ等、踊り、

手品、ミュージカル、寸劇。きりえ、書、画の作

品展示等なんでも結構です。

問合せは日中友好協会大阪府連へ☎6372-8131

西支部企画 平和を求めて中・ロ国境へ
日 時：５/９（金）～１４（水）

旅行費用：168,000円(１０名以上参加の場合)

申込締切：４月２５ 日（金）

(旅程)関空発仁川経由ハルピンへ～方正にて残留

孤児又は婦人との交流～佳木斯・長谷川テルの墓

（市内の烈士陵園）見学～国境の町綏芬河～

牡丹江見学～長春市内見学～仁川経由関空へ

第60回大阪府連大会
7月13日(日)13：30～
社会福祉指導センター
地下鉄「谷六」下車南へ


